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（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
１
４
１
６
自
治
体
に
実
施
）

（
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
１
４
１
６
自
治
体
に
実
施
）

「
議
会
改
革
度
調
査
」
で

「
議
会
改
革
度
調
査
」
で
１３１３
年
連
続
都
内

年
連
続
都
内

委
員
会
条
例
の
改
正
案
を

委
員
会
条
例
の
改
正
案
を
可
決
可
決

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
出
席
が
可
能
に
！

が
可
能
に
！

２～４面★一般質問
　　５面★代表質疑
　　６面★委員会の審査から　★委員会提出議案
　　　　★委員会の行政視察
　　７面★議案審議結果一覧表
　　８面★議員提出議案・意見書（要旨）★議会の人事
　　　　★会派の動き　★可決した主な議案の内容
　　　　★「議会改革度調査」で１３年連続、都内１位
　　　　★第１７期町田市議会改革調査特別委員会を開催
　　　　★令和４年度３月補正予算のあらまし　★３月定例会の日程

主
な
内
容

　本定例会は、２月２１日から３月２９
日までの３７日間にわたり開催され、
議案５９件、請願６件を審議しました。
　審議の結果、市長提出議案は４９件
を可決、承認、同意しました。
　委員会提出議案は２件を可決しま
した。議員提出議案は７件を可決、
１件を否決しました。また、市民か
ら提出された請願は６件を不採択と
しました。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
お
よ
び

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号
は
、
一
般
会
計
が
１
６
９

３
億
４
３
９
６
万
８
千
円
、
各
特

別
会
計
の
小
計
が
１
３
１
９
億
８

９
６
７
万
円
、
一
般
会
計
と
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、

３
０
１
３
億
３
３
６
３
万
８
千
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
一
般

会
計
は
４
・
４
％
増
、
特
別
会
計

は
１
・
１
％
増
、
全
体
で
２
・
９

％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
の
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
（
前
年
度
比

較
の
増
減
率
）。

　

市
税
…
７
０
７
億
１
１
６
４
万

円
（
３
・
３
％
増
）、
国
庫
支
出

金
（
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
第
１
号
合
算
）
…
３
３
７
億

６
６
８
９
万
５
千
円
（
３
・
３
％

減
）、
都
支
出
金
…
２
５
１
億
４

１
４
６
万
３
千
円
（
５
・
４
％
増
）。

　
一
般
会
計
の
主
な
目
的
別
歳
出

状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
（
前
年

度
比
較
の
増
減
率
）。

　

議
会
費
…
６
億
５
２
５
２
万
４

千
円
（
１
・
７
％
増
）、
総
務
費

…
１
７
８
億
７
１
０
９
万
５
千
円

（
０
・
６
％
増
）、
民
生
費
…
８

９
０
億
４
７
７
３
万
６
千
円
（
３

・
６
％
増
）、
衛
生
費
（
令
和
５

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
第
１
号

合
算
）
…
１
６
４
億
８
３
９
６
万

１
千
円
（
９
・
３
％
増
）、
商
工

費
…
１１
億
７
９
７
３
万
円
（
４８
％

減
）、
土
木
費
…
１
５
７
億
２
２

１
９
万
６
千
円
（
８
・
７
％
増
）、

消
防
費
…
４９
億
９
６
１
万
８
千
円

（
２
・
１
％
減
）、
教
育
費
…
１

５
２
億
２
３
９
３
万
６
千
円
（
１４

・
１
％
増
）、
公
債
費
…
７７
億
６

６
８
８
万
３
千
円
（
７
・
６
％
増
）。

令
和
５
年
度
当
初
予
算

お
よ
び
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号
の
あ
ら
ま
し

No.1No.1

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

月
日

内　
　
容

６
５
㊊
本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

６
㊋
議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

８
㊍
本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

９
㊎

本
会
議（
一
般
質
問
）

１２
㊊

１３
㊋

１４
㊌

１５
㊍
本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

１６
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

１９
㊊
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

２０
㊋
常
任
委
員
会
予
備
日

２８
㊌
本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
は
、

６
月
５
日（
月
）午
後
５
時

で
す
。

※
請
願
・
陳
情
の
受
付
締
切
日

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　請願書の紹介のご相談な
ど、議員へのご面会を希望
される場合は、可能な限り
少人数での来庁をお願いい
たします。

新型コロナウイルス
感染症に関する対応
について

（単位：千円）

区　分
２０２３年度 ２０２２年度 比較

予算額 構成比 
（％） 予算額 構成比 

（％） 増減額 増減率 
（％）

一 般 会 計 １６９，３４３，９６８ 
（補正第１号含む） ５６．２ １６２，２６３，３９６ ５５．４ ７，０８０，５７２ ４．４

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４２，２４６，８８９ １４．０ ４２，７６７，６２６ １４．６ △５２０，７３７ △１．２
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３８，７５６，０５０ １２．９ ３７，７９１，４３１ １２．９ ９６４，６１９ ２．６
後期高齢者医療 
事 業 会 計 １３，４１８，０６１ ４．５ １２，７９４，８０９ ４．４ ６２３，２５２ ４．９
鶴川駅南土地区
画整理事業会計 ４３４，０６４ ０．１ １４２，７０９ ０．０ ２９１，３５５ ２０４．２
下水道事業会計 １９，２８４，４７４ ６．４ １９，５５７，１３８ ６．７ △２７２，６６４ △１．４

収 益 的 １２，０８４，９１６ ４．０ １２，１１４，０５３ ４．１ △２９，１３７ △０．２
資 本 的 ７，１９９，５５８ ２．４ ７，４４３，０８５ ２．６ △２４３，５２７ △３．３

病 院 事 業 会 計 １７，８５０，１３２ ５．９ １７，４７６，９８６ ６．０ ３７３，１４６ ２．１
収 益 的 １６，１７４，７０６ ５．４ １５，７０１，０１６ ５．４ ４７３，６９０ ３．０
資 本 的 １，６７５，４２６ ０．５ １，７７５，９７０ ０．６ △１００，５４４ △５．７
小　　計 １３１，９８９，６７０ ４３．８ １３０，５３０，６９９ ４４．６ １，４５８，９７１ １．１

合　　計 ３０１，３３３，６３８ １００．０ ２９２，７９４，０９５ １００．０ ８，５３９，５４３ ２．９

令和５年度（2023年度）の予算規模

町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai

議会の情報などを
どんどん発信しています。
フォローをお願いします！

Twitterで発信しています!

愛称が「バイエネ君」に決定した町田市バイオエネルギーセンター愛称が「バイエネ君」に決定した町田市バイオエネルギーセンター

令和５年度当初予算を可決令和５年度当初予算を可決
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園
や
学
童
の
通
報�

対
応
は
明
確
化
を

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）
　

　
問　

保
育
園
や
幼
稚
園
、
こ
ど

も
園
、
学
童
保
育
等
で
虐
待
や
不

適
切
保
育
に
つ
い
て
職
員
や
保
護

者
、
子
ど
も
な
ど
か
ら
相
談
さ
れ

た
場
合
、
受
け
た
人
に
よ
っ
て
対

応
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い

け
な
い
。
ど
の
よ
う
な
内
容
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要

か
な
ど
明
確
な
基
準
を
ま
と
め
て

お
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
手
順
書
な

ど
を
作
成
す
る
こ
と
が
統
一
し
た

対
応
と
か
、
あ
と
は
迅
速
な
対
応

に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
有
効

な
手
法
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
「
不
適

切
な
保
育
の
未
然
防
止
及
び
発
生

時
の
対
応
に
つ
い
て
の
手
引
き
」、

厚
生
労
働
省
か
ら
21
年
３
月
に
公

表
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
視

点
等
も
参
考
に
、
こ
れ
ま
で
市
の

ほ
う
で
行
っ
て
き
た
事
実
確
認
の

方
法
等
を
ま
と
め
た
手
順
書
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
作
成
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
年
と
若
者
の
新�

た
な
社
会
参
画
を

　
吉
田
つ
と
む
（
無
所
属
）
　

　
問
　
青
年
や
若
者
に
相
当
す
る

世
代
（
20
～
30
歳
代
）
を
新
た
に

世
代
区
分
し
て
、
行
政
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
社
会
参
画
を

う
な
が
す
べ
き
で
あ
る
。

　
政
策
経
営
部
長
　
ま
ち
だ
未
来

づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
で
は
、

多
様
な
働
き
方
に
適
し
た
環
境
づ

く
り
と
い
っ
た
施
策
を
、
青
壮
年

期
に
は
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
20
歳

か
ら
29
歳
の
転
出
超
過
が
続
い
て

い
ま
す
。
今
後
、
必
要
な
施
策
に

つ
い
て
は
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
町
田
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
空

き
フ
ロ
ア
が
気
に
な
る
。
遊
技
場

及
び
場
外
施
設
が
進
出
し
、
町
田

市
は
街
が
明
る
く
な
っ
た
と
判
断

し
な
い
か
心
配
で
あ
る
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
法
を
遵

守
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
よ
し
あ

し
を
判
断
す
る
立
場
に
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
町
に

ふ
さ
わ
し
い
、
居
心
地
の
よ
い
場

が
創
出
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

原
町
田
大
通
り
の�

延
伸
に
つ
い
て
！

浸

水

対

策

／�

地
域
の
に
ぎ
わ
い

デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア�

・
伴
走
型
支
援

特
殊
詐
欺
か
ら�

市
民
を
守
る
！

　

三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
原
町
田
大
通
り
の
延
伸
に

つ
い
て
、
策
定
し
た
コ
ン
セ
プ
ト

ブ
ッ
ク
を
基
に
し
た
進
め
方
は
。

　
道
路
部
長
　
コ
ン
セ
プ
ト
ブ
ッ

ク
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
加

え
、
町
内
会
な
ど
に
配
付
し
ま
す
。

掲
げ
た
内
容
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
設
計
を
進
め
、
地
域
の
方

々
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
多
様
な

暮
ら
し
方
や
楽
し
み
方
が
生
ま
れ

る
道
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
終
活
を
支
援
す
る
た
め
に

　
小
野
寺
ま
な
ぶ
（
公
明
党
）
　

　
問
　
都
で
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
強
靭
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
策
定
さ
れ
た
。

下
水
道
の
地
震
・
浸
水
対
策
に
つ

い
て
問
う
。

　
下
水
道
部
長
　
計
画
的
に
地
震
、

浸
水
へ
の
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

都
と
補
助
金
に
つ
い
て
確
認
を
進

め
て
お
り
、
23
年
度
か
ら
の
活
用

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
山
町
・
小
山
ヶ
丘
地
域

の
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
に
つ
い

て
問
う
。

　
松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）
　

　
問
　
読
み
書
き
障
が
い
（
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
）
の
あ
る
児
童
・
生

徒
に
対
す
る
試
験
時
の
配
慮
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
本
人
、
保
護

者
と
合
意
の
上
行
っ
て
い
ま
す
。

問
題
用
紙
や
解
答
用
紙
へ
の
ル
ビ

振
り
や
用
紙
の
拡
大
、
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ト
ラ
ッ
カ
ー
の
活
用
、
文
章

の
読
み
上
げ
や
試
験
時
間
延
長
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
専
業
主
婦
家
庭
で
も
利
用

で
き
る
定
期
一
時
保
育
な
ど
、
新

　

若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
市
内
の
特
殊
詐
欺
被
害
が

今
年
に
入
り
増
加
し
て
い
る
。
危

機
感
を
持
っ
て
、
警
察
・
地
域
と

共
に
犯
罪
防
止
を
推
進
す
べ
き
。

　
防
災
安
全
部
長
　
日
常
生
活
に

防
犯
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
警
察
、
地
域
の
皆
様

と
一
体
と
な
っ
て
特
殊
詐
欺
被
害

の
根
絶
に
向
け
取
組
を
進
め
ま
す
。

　
問
　
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
と

し
て
、
学
校
教
育
に
警
察
の
教
材

を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

も
、
町
田
市
へ
の
遺
贈
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
に
設
置
す
べ
き
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
議
員
ご

指
摘
の
と
お
り
、
設
置
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
ロ
ケ
地
町
田
の
確
立
を
目

指
し
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
設
立
さ
れ
た
ら
協
力
す
べ
き
。

　
経
済
観
光
部
長
　
市
内
で
の
ロ

ケ
が
増
え
る
こ
と
で
、
市
の
魅
力

を
市
内
外
に
発
信
で
き
る
た
め
、

市
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
将
来
的
な

保
育
ニ
ー
ズ
量
を
踏
ま
え
、
保
育

所
等
配
置
の
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
地
域
の
よ
さ
を
生
か
し
、
よ

り
よ
い
保
育
が
提
供
で
き
る
施
設

の
在
り
方
も
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
相
原
・
大
戸
地
域
の
に
ぎ

わ
い
に
つ
い
て
問
う
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
大
地
沢
自

然
交
流
サ
イ
ト
は
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
し
ま
す
。
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
後

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
な
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
国
や
都
の

動
向
を
注
視
し
、
新
た
な
事
業
を

含
め
、
市
民
が
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
高
齢
者
の
い
ざ
と
い
う
時

の
支
援
の
必
要
性
を
求
め
て
き
た

が
、
そ
の
後
検
討
し
た
も
の
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
は
じ
め
様
々
な
機
器
活
用
に
つ

い
て
、
他
自
治
体
の
取
組
に
関
す

る
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
室
長
　
警
察
で
は
子
ど
も

向
け
の
教
材
を
用
意
し
て
お
り
、

特
殊
詐
欺
を
扱
っ
た
教
材
も
あ
る

の
で
、
小
中
学
校
に
周
知
し
、
実

態
に
応
じ
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
誰
も
が
や
り
た
い
部
活
動

が
で
き
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
指
導
室
長
　
生
徒
の
安
全
面
も

含
め
、
責
任
を
持
っ
て
安
定
的
に

行
っ
て
い
く
た
め
に
、
23
年
度
に

行
う
部
活
動
の
在
り
方
検
討
に
お

い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

資
源
ご
み
の
戸
別�

収
集
／
三
輪
地
域

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　「
資
源
ご
み
の
戸
別
収

集
」
を
開
始
す
る
べ
き
だ
。
地
域

の
負
担
軽
減
、
資
源
化
促
進
、
モ

ラ
ル
の
醸
成
等
メ
リ
ッ
ト
が
多
い
。

　
榎
本
副
市
長
　
収
集
体
制
の
見

直
し
は
、
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
先
進
自
治
体
に
調
査
を
し

ま
す
。
事
業
者
に
も
、
課
題
な
ど

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な

ど
、
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
三
輪
地
域
～
鶴
川
駅
へ

延
び
る
真
光
寺
長
津
田
線
」
は
歩

道
が
狭
隘
で
危
険
な
道
路
で
あ
る
。

　
道
路
部
長
　
川
崎
市
に
対
し
引

き
続
き
整
備
を
要
請
す
る
と
と
も

に
、
現
道
に
お
け
る
安
全
対
策
も
、

地
域
の
要
望
な
ど
に
基
づ
い
て
具

体
的
対
策
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
町
田
市
版
総
合
評
価
方

式
」
を
公
正
に
活
用
し
、
災
害
協

定
項
目
に
つ
い
て
是
正
す
べ
き
。

　
財
務
部
長
　
地
域
貢
献
し
て
い

る
事
業
者
の
活
動
も
評
価
の
対
象

と
す
る
方
向
で
速
や
か
に
や
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
／
ス
ポ
ー
ツ�

振
興
／
動
物
愛
護

　
佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
事
業
者
で
あ
る
町
田
市
と

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

示
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
23
年
３
月
に
、

脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
「
町
田
市

公
共
施
設
脱
炭
素
化
推
進
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
問
　
障
が
い
の
あ
る
方
が
直
接

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
増
や
す

べ
き
だ
が
取
組
内
容
は
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
パ
ラ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

代
表
選
手
団
が
来
日
し
た
と
き
の

交
流
が
あ
り
、
町
田
第
六
小
学
校

の
特
別
支
援
学
級
の
児
童
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
選
手
と
の
交

流
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
問
　
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に
つ

い
て
、
町
田
市
の
考
え
方
は
。

　
保
健
所
長
　
災
害
時
な
ど
に
は
、

ペ
ッ
ト
も
同
行
避
難
し
て
も
ら
う

よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
町
田

市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
も
、

そ
の
取
扱
い
を
定
め
て
い
ま
す
。

ロ
ケ
の
街
ま
ち
だ�

／

脱

炭

素

等

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）
　

　
問
　
市
内
の
撮
影
が
増
え
て
い

る
。
ロ
ケ
支
援
の
強
化
、
ロ
ケ
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
市
が
ロ
ケ
地

と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
来

訪
促
進
や
市
民
の
愛
着
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ロ
ケ
が
行
わ
れ

た
際
は
、
ロ
ケ
地
マ
ッ
プ
の
作
成

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
な
ど
を
行
い
た
い
。

　
問
　「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
へ

の
応
募
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
町
田
市
バ
イ

オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
導
入
を
進
め
、
エ
ン
ト
リ
ー

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
町
田
市
で
も
お
く
や
み
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
を
導
入
で
き
な
い
か
。

　
市
民
部
長
　
国
に
お
い
て
課
題

の
整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
そ
の
検
討
状
況
を
注
視
し

て
い
ま
す
。
お
く
や
み
の
手
続
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
導
入
に
向
け
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移�

行
／
小
学
校
給
食

　
加
藤
真
彦
（
自
由
民
主
党
）
　

　
問
　
地
域
移
行
に
向
け
、
幅
広

い
団
体
や
事
業
者
と
協
議
の
場
を

設
け
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
指
導
室
長
　
23
年
度
か
ら
庁
内

検
討
組
織
を
設
置
し
、
庁
内
関
係

部
署
と
連
携
し
、
部
活
動
の
地
域

移
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

農
産
物
利
用
拡
大
の
た
め

に
保
健
給
食
課
と
農
業
振
興
課
が

連
携
し
て
Ｊ
Ａ
と
共
に
仕
組
み
作

り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

　
北
部
・
農
政
担
当
部
長
　
小
学

校
給
食
に
つ
い
て
は
、
庁
内
や
町

田
市
農
業
協
同
組
合
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
市
内
農
産
物
の
利
用

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問　

保
管
庫
を
利
用
し
た
前
日

納
品
を
可
能
と
し
て
も
ら
い
た
い

が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
保
管
庫
内
に

温
度
計
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

保
冷
剤
と
か
保
冷
箱
の
配
置
を
拡

大
し
て
い
く
な
ど
、
よ
り
活
用
で

き
る
工
夫
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

一般質問
　３月１４日から１６日、２０日、２２日の５日
間にわたり、３０名の議員が市政を取り巻く
諸問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、答
弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。

　各議員のタイトル下から
一般質問の録画映像にアク
セスできます。
※�動画の再生には別途通信料
がかかる場合があります。
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境
川
ク
リ
ー
ン
セ 

ン
タ
ー
跡
地
活
用

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）
　

　
問　

境
川
木
曽
東
調
節
池
の
工

事
の
進
捗
状
況
・
境
川
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
跡
地
活
用
に
向
け
た
今

後
の
予
定
は
。

　

下
水
道
部
長　
調
節
池
の
工
事

は
、
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
ま
す
。

　
環
境
資
源
部
長　
跡
地
活
用
に

向
け
た
今
後
は
、
23
年
度
に
基
本

計
画
を
策
定
し
、
27
年
度
か
ら
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問　

関
東
大
震
災
か
ら
百
年
目

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
市

の
震
災
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

　
榎
本
副
市
長
　
町
田
市
地
域
防

災
計
画
に
は
、
都
が
見
直
し
た
首

都
直
下
地
震
等
に
よ
る
被
害
想
定

を
受
け
、
避
難
施
設
等
の
再
配
分

な
ど
を
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

教
育
セ
ン
タ
ー
複
合
化
の

検
討
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
23
年
度
に
つ

い
て
は
、
24
年
度
に
予
定
し
て
い

ま
す
事
業
者
の
公
募
に
向
け
て
、

要
求
水
準
書
な
ど
の
公
募
資
料
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

父
親
が
育
児
の
当 

事
者
に
な
る
町
田

医
療
に
東
京
都
も 

神
奈
川
県
も
な
い

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
町
田
市
版
の
父
親
向
け
子

育
て
冊
子
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
父
親
向
け

子
育
て
情
報
な
ど
の
掲
載
に
つ
い

て
は
、
他
市
事
例
を
研
究
し
て
い

き
ま
す
。

　
問
　
父
親
向
け
の
育
児
講
座
の

拡
充
と
と
も
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
地
域
子
育

て
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
護
者

同
士
が
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
諸
派
）

　
問　

都
外
の
医
療
機
関
で
診
療

を
受
け
、
子
ど
も
や
障
が
い
な
ど

医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は
還
付

申
請
が
必
要
だ
が
現
状
と
課
題
は
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
マ
ル
乳
は

毎
月
約
４
０
０
人
、
マ
ル
子
は
約

７
０
０
人
、
マ
ル
親
は
約
２
０
０

人
か
ら
請
求
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
部
長
　
マ
ル
障
は
、

毎
月
約
２
０
０
人
か
ら
請
求
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
課
題
は
、
領
収

書
を
添
付
し
て
の
手
続
が
負
担
に

目
的
と
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
も
親

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
父
親
を
対
象
と
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
等
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
物
価
高
騰
が
続
い
て
い
る
。

22
年
度
の
よ
う
に
、
小
中
学
校
給

食
費
の
物
価
高
騰
分
の
公
費
負
担

を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
今
後
も
食
材

価
格
の
動
向
や
、
国
や
都
の
補
助

制
度
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問　

デ
ジ
タ
ル
化
等
で
負
担
の

大
き
い
還
付
申
請
の
簡
略
化
は
。

　

地
域
福
祉
部
長　
領
収
書
原
本

を
添
付
す
る
こ
と
を
都
が
定
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
独
自
に
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
問　

子
育
て
世
代
の
定
住
の
た

め
還
付
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
。

　
子
ど
も
生
活
部
長　
費
用
負
担

を
伴
わ
ず
提
供
を
可
能
と
す
る
制

度
を
創
設
す
る
よ
う
、
市
長
会
等

を
通
じ
て
国
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

官
民
連
携
窓
口
の 

設
置
に
つ
い
て

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）
　

　
問
　
民
間
と
の
連
携
、
提
案
を

積
極
的
に
進
め
る
官
民
連
携
窓
口

の
設
置
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
23
年
度
は
設

置
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
方
針
や
体

制
、
事
業
者
に
向
け
て
手
続
方
法

を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
検
討
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
文
化
芸
術
や
生
涯
学
習
等
の
自

主
事
業
を
行
う
自
治
体
が
あ
る
が
、

町
田
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
市
民
部
長
　
行
く
こ
と
が
楽
し

み
に
な
る
場
所
と
し
て
さ
ら
に
変

化
し
て
い
く
た
め
に
、
指
定
管
理

に
よ
る
自
主
事
業
実
施
な
ど
も
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
問
　
小
山
田
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ

く
り
と
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
考

え
方
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
人
々
の
交
流
促

進
や
生
活
維
持
に
資
す
る
機
能
を

備
え
た
道
路
整
備
等
、
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
統
廃
合
／ 

出
生
率
に
つ
い
て

　
松
岡
み
ゆ
き
（
無
所
属
）
　

　
問
　
忠
生
地
域
の
学
校
統
廃
合

は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
30
年
度
に
忠

生
小
、
図
師
小
と
山
崎
小
の
一
部

を
統
合
し
、
現
在
の
図
師
小
の
校

舎
を
増
築
し
て
開
校
す
る
計
画
で

す
。
24
年
度
に
未
就
学
児
を
含
む

保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
意
見
交

換
会
を
実
施
し
、
25
年
度
に
基
本

計
画
の
検
討
に
着
手
し
た
い
。

　
問
　
出
生
率
を
上
げ
る
に
は
奇

跡
の
町
「
出
生
率
２
・
９5
の
奈
義

町
」
を
参
考
に
す
べ
き
で
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
策
の
取
組
に
つ
い
て
、

参
考
に
な
る
取
組
が
あ
る
か
、
さ

ら
に
情
報
収
集
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ

ー
セ
ン
タ
ー
で
３
回
の
火
災
が
発

生
。
今
後
の
火
災
防
止
対
策
は
。

　
循
環
型
施
設
担
当
部
長
　
ご
み

を
分
別
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
を
適
切
に
お
出
し
い
た
だ
け
る

よ
う
な
工
夫
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ 

ー
の
今
後
／
香
害

　
笹
倉
み
ど
り（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営

見
直
し
に
お
い
て
、
社
会
教
育
の

場
と
し
て
の
公
民
館
の
役
割
は
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
公
民
館
の
事

業
は
、
定
期
講
座
等
の
開
催
、
図

書
、
資
料
の
提
供
、
各
種
団
体
や

機
関
等
と
の
連
絡
、
施
設
の
提
供

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
は

有
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
全
体

の
方
向
性
や
方
針
、
事
業
運
営
に

今
後
も
市
民
が
主
体
的
に
関
わ
っ

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
事
業
に
関
わ

る
こ
と
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
に
意
見
を
伺
う
と
と

も
に
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
定
期

的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
香
害
は
香
り
の
好
き
嫌
い

の
問
題
で
は
な
く
公
害
と
考
え
る
。

市
の
取
組
の
進
捗
状
況
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
新

た
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を

掲
載
し
、
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

お
む
つ
持
ち
帰
り 

／
地
域
猫
の
対
策

　
新
井
よ
し
な
お
（
無
所
属
）

　
問　

保
育
所
で
の
使
用
済
み
お

む
つ
持
ち
帰
り
は
、
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な

る
形
で
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　

子
ど
も
生
活
部
長　
使
用
済
み

お
む
つ
の
処
分
費
用
は
、
基
本
的

に
は
公
定
価
格
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
町
田
市
は
既
に
約
８
割
の

私
立
保
育
園
に
て
使
用
済
み
お
む

つ
を
園
で
処
分
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
市
単
独
で
の
処
分

費
用
の
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 　

問　

町
内
会
自
治
会
の
運
営
は

多
岐
に
渡
る
。
さ
ら
に
地
域
猫
へ

の
対
応
と
な
る
と
負
担
が
大
き
い
。

猫
に
つ
い
て
詳
し
い
団
体
の
方
た

ち
が
も
っ
と
積
極
的
に
動
け
る
形

に
制
度
を
変
更
で
き
な
い
か
。

　

保
健
所
長
　
町
内
会
・
自
治
会

の
代
表
者
の
承
認
に
つ
い
て
、
活

動
の
意
義
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
制
度
そ
の
も
の
を
見

直
す
考
え
は
、
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ 

に

給

食

を
！

　
熊
沢
あ
や
り
（
諸
派
）
　

　
問
　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開

設
後
は
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
等
へ
の

給
食
提
供
は
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
多
様
な
食
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
は
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
実
現
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
導
入
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
被
災
後
の
食

の
支
援
を
行
う
べ
く
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

を
熱
源
と
す
る
移
動
式
の
炊
き
出

し
釜
な
ど
を
配
備
す
る
方
向
で
す
。

こ
う
し
た
機
能
を
日
頃
の
地
域
活

動
に
お
い
て
ど
う
活
用
し
て
い
け

る
か
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
住
居
表
示
が
変
更
さ
れ
て

い
な
く
て
も
緊
急
自
動
車
は
し
っ

か
り
来
る
し
、
郵
便
の
誤
配
も
な

い
。
な
ぜ
住
居
表
示
を
変
更
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
地
番
表
記

よ
り
さ
ら
に
分
か
り
や
す
い
住
所

と
な
り
、
利
便
性
が
向
上
す
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
進
め
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
の 

性
教
育
に
つ
い
て

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
23
年
４
月
よ
り
「
生
命

（
い
の
ち
）の
安
全
教
育
」
が
全
小

中
学
校
で
開
始
さ
れ
る
が
、
性
教

育
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

　
指
導
室
長
　
小
学
校
で
は
、
水

着
で
隠
れ
る
部
分
は
自
分
だ
け
の

大
切
な
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
等
に

つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
中
学
校
は
、

性
暴
力
被
害
に
遭
っ
た
場
合
の
対

応
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　
問
　
体
育
時
等
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
更
衣
場
所
は
前
回
の
質
問

時
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
23
年
２
月
現

在
、
全
学
年
で
男
女
別
の
更
衣
場

所
が
用
意
で
き
て
い
る
小
学
校
は

26
校
に
増
え
、
男
女
別
の
更
衣
場

所
の
確
保
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
生
理
用
品
の
配
布
方
法
は

前
回
の
質
問
時
か
ら
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
21
年
12
月
か

ら
市
内
全
て
の
公
立
小
中
学
校
に

お
い
て
、
校
舎
内
の
一
部
の
女
子

ト
イ
レ
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
と
り
残
さ 

な
い
学
校
教
育
を

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
校

内
で
の
居
場
所
づ
く
り
の
た
め
、

予
算
・
人
材
確
保
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
支
援

の
検
討
委
員
会
を
３
月
に
立
ち
上

げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
委
員
会

の
中
で
ご
助
言
を
受
け
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
の
た
め
の
必
要
な
取

組
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
特
別
な
支
援
の
必
要
な
児

童
の
在
籍
す
る
学
級
へ
の
支
援
員

の
さ
ら
な
る
増
員
を
求
め
る
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
か
ら
は

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
に

関
す
る
要
望
は
毎
年
度
受
け
て
お

り
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
増

員
要
求
を
行
っ
て
、
既
に
人
材
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
都
の
新
た
な
補
助
制
度
を

活
用
し
て
、
下
水
道
施
設
の
災
害

対
策
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
下
水
道
部
長
　
補
助
金
の
交
付

要
件
や
対
象
事
業
に
つ
い
て
確
認

を
進
め
て
お
り
、
23
年
度
か
ら
の

活
用
に
向
け
準
備
し
て
い
ま
す
。

町田市生涯学習センター

学童保育クラブ
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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
し
づ
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実

現
に
向
け
「
気
候
市
民
会
議
」
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
新
た
な
市
民

協
働
の
手
法
と
し
て
、
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　
確
実
に
市
民
へ
情
報
を
届

け
る
た
め
に
は
広
報
ま
ち
だ
の
全

戸
配
布
の
検
討
も
必
要
で
は
。

　
広
報
担
当
部
長
　
拠
点
配
布
や

個
人
配
布
の
利
用
を
案
内
す
る
と

と
も
に
、
電
子
媒
体
も
含
め
た
広

報
ツ
ー
ル
の
周
知
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
現
時
点
で
は
全
戸
配
布
を

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
問
　
学
習
面
又
は
行
動
面
で
困

難
を
示
す
通
常
学
級
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
へ
人
的
支
援
拡
充
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
毎
年
度
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
増
員
要
求

を
行
い
、
人
材
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
な
る
人
的
支
援
が

必
要
で
あ
る
場
合
、
各
学
校
で
人

材
を
探
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

市
民
参
加
型
ゼ
ロ 

カ
ー
ボ
ン
実
現
他

市
民
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
水
道
水

に
関
す
る
情
報
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
問　

外
国
人
に
よ
る
土
地
取
得

に
つ
い
て
、
税
制
上
日
本
人
が
不

利
に
な
る
点
を
周
知
さ
せ
、
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
べ
き
だ
が
。

　
政
策
経
営
部
長
　
国
か
ら
の
対

応
依
頼
が
あ
っ
た
際
は
、
必
要
な

協
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
情

報
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、
市
民

に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

桜
実
会
存
続
を 

求
め
て
／
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

　
木
目
田
英
男（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
　
公
園
全
体
と
し
て
の
ア
ー

ト
空
間
活
用
の
考
え
方
は
。

　
市
長
　
様
々
な
ア
ー
ト
活
動
が

公
園
全
体
に
日
常
的
に
展
開
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
、
ま
さ
に
公
園
全

体
が
ア
ー
ト
空
間
、
大
き
な
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
問　

公
園
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
視

点
で
は
な
く
、
中
心
市
街
地
全
体

と
し
て
の
マ
ク
ロ
な
視
点
の
考
え

方
は
。

　
市
長
　
原
町
田
大
通
り
、
中
央

通
り
の
取
組
に
加
え
、
パ
ー
ク
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
実
現
す
る
こ
と
で

新
た
な
出
会
い
や
交
流
を
も
た
ら

し
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
中
心
市

街
地
と
し
て
の
さ
ら
な
る
魅
力
向

上
の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
問　

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度

の
導
入
に
つ
い
て
の
展
望
は
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
将
来
的

に
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
に
よ

る
さ
ら
な
る
魅
力
づ
く
り
の
可
能

性
は
十
分
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

芹
ヶ
谷
公
園
パ
ー 

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

市
の
文
化
芸
術
施
設
と
共

に
活
動
し
て
き
た
市
民
団
体
を
大

切
に
し
今
後
も
共
創
し
、
発
展
す

べ
き
だ
が
、
市
の
姿
勢
を
伺
う
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
今
後
も
関
係

す
る
市
民
や
団
体
の
皆
様
と
連
携

し
、
共
に
町
の
魅
力
を
高
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
公
文
書
管
理
を
一
層
適
正

化
す
る
条
例
化
の
検
討
や
公
文
書

を
活
用
と
保
存
の
た
め
に
は
い
ず

れ
「
市
立
公
文
書
館
」
が
必
要
で

あ
る
。
石
阪
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長
　
公
文
書
管
理
法
に
基
づ

き
適
正
に
管
理
す
る
の
が
一
番
大

事
で
あ
り
、
行
政
の
意
思
決
定
に

関
わ
る
公
文
書
も
、
先
々
に
な
れ

ば
歴
史
的
文
書
に
該
当
す
る
も
の

も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
き
ち

ん
と
保
存
し
て
い
く
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
公
文
書
の
館
の
設
立
ま
で
は

い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
こ
と

は
重
要
な
問
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

文
化
芸
術
振
興
と 

公
文
書
館
を
求
む

　
小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問　

次
回
の
入
札
で
施
工
業
者

が
決
ま
っ
た
場
合
、
交
番
の
完
成
、

運
用
開
始
は
い
つ
か
。

　
防
災
安
全
部
長
　
警
視
庁
か
ら

の
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、
24
年
春

頃
の
完
成
及
び
開
所
を
目
指
し
て

調
整
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　「
ま
ち
っ
こ
」
相
原
ル
ー

ト
の
ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
、
相
原

町
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
可
能
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　「
ま
ち
っ

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）
　

　
問　

消
防
団
の
運
営
に
必
要
な

経
費
の
予
算
措
置
を
求
め
る
。

　

榎
本
副
市
長　
消
防
団
活
動
に

必
要
不
可
欠
な
被
服
な
ど
の
装
備

品
の
購
入
、
運
営
経
費
な
ど
は
、

消
防
団
幹
部
な
ど
関
係
者
か
ら
ご

意
見
を
伺
い
、
引
き
続
き
適
切
な

予
算
措
置
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問　

生
涯
学
習
支
援
を
推
進
す

る
上
で
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
視

点
が
重
要
。
「
い
つ
で
も
誰
で
も

学
べ
る
ま
ち
だ
」
を
。

こ
」
相
原
ル
ー
ト
に
限
ら
ず
、
地

域
全
体
の
交
通
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
の
可
能
性
も
含
め

て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
ガ
ソ
リ
ン
代
を
町
田
市
支

え
合
い
交
通
事
業
補
助
金
の
補
助

対
象
経
費
に
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
今
後
は
他

の
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
支
援
団
体
の
皆
様
の
声

を
伺
い
な
が
ら
、
補
助
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
生
涯
学
習
部
長　
誰
も
が
公
平

に
学
習
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問　

最
終
処
分
場
か
ら
忠
生
ス

ポ
ー
ツ
公
園
へ
。
周
辺
施
設
、
尾

根
緑
道
等
と
の
連
携
は
。

　

都
市
整
備
担
当
部
長
　
共
通
の

案
内
板
掲
示
な
ど
、
各
施
設
の
管

理
者
や
地
元
の
皆
様
な
ど
の
多
様

な
主
体
と
連
携
し
、
施
設
を
活
用

す
る
こ
と
で
地
域
を
活
性
化
し
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

多
摩
境
駅
前
交
番 

／
相
原
町
交
通

消
防
団
／
生
涯
学 

習
／
ス
ポ
公
園

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　

問　
「
町
田
市
立
学
校
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
の
基
本
的
な
考

え
方
」
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
町
田
市
新
た

な
学
校
づ
く
り
推
進
計
画
で
、
適

正
規
模
は
、
１
学
年
当
た
り
の
望

ま
し
い
学
級
数
と
し
て
、
小
学
校

は
３
か
ら
４
学
級
、
中
学
校
は
４

か
ら
６
学
級
を
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
適
正
配

置
は
、
５
つ
の
基
本
的
な
考
え
方

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
５
類

へ
の
引
き
下
げ
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
と
、
保
健
所
・
医
療
機
関
、

市
民
病
院
の
対
応
を
問
う
。

　
保
健
所
長
　
現
時
点
で
の
概
要

と
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
幅
広
い

医
療
機
関
に
よ
る
自
律
的
な
通
常

の
対
応
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
一
方
、
発
熱
等
の
受
診

相
談
案
内
窓
口
、
感
染
が
判
明
し

自
宅
療
養
さ
れ
て
い
る
方
の
体
調

変
化
等
の
相
談
窓
口
は
、
継
続
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
意
な
き
統
廃
合 

計
画
は
や
め
よ

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
事
業
に
つ
い
て
、
都
の
助
成

制
度
を
活
用
し
て
早
期
実
現
す
べ

き
だ
が
、
町
田
市
の
検
討
状
況
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
都
の
補
助
事
業

に
基
づ
い
て
事
業
実
施
を
検
討
し

て
い
る
他
自
治
体
の
情
報
を
収
集

し
、
町
田
市
医
師
会
と
意
見
交
換

し
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
川
井
田
人
道
橋
の
架
け
替

え
工
事
中
の
歩
行
者
通
行
を
確
保

す
る
対
策
は
必
須
で
あ
る
が
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
工
事
期

間
中
、
歩
行
者
が
大
き
く
迂
回
す

る
こ
と
な
く
通
行
で
き
る
よ
う
な

方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
道
路
境
界
等
の
地
図
情
報

取
得
時
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
た
検
討
状
況
は
。

　
道
路
部
長
　
23
年
度
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
向
け
調

査
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
23

年
度
末
を
目
標
に
、
地
図
情
報
ま

ち
だ
に
境
界
確
定
箇
所
を
公
開
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ 

ン
接
種
助
成
事
業

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎ロケツーリズム� 【２面】
　映画・ドラマのロケ地を訪ね、風景と食を堪能し、
人々の “ おもてなし ” に触れ、 その地域のファンに
なること。
◎ディスレクシア� 【２面】
　小児期に生じる特異的な読み書き障害は発達性
ディスレクシアとして知られ、知的な遅れや視聴
覚障害がなく充分な教育歴と本人の努力がみられ
るにもかかわらず、知的能力から期待される読字
能力を獲得することに困難がある状態。
◎ＰＦＡＳ� 【４面】
　PFAS（有機フッ素化合物）とは、泡消火剤やフ
ライパンの表面加工に使われてきた化合物の総称。
健康被害も懸念され、国際的な規制が進む。
◎Ｐａｒｋ－ＰＦＩ� 【４面】
　公募設置管理制度（Park-PFI）とは、都市公園
において飲食店、売店等の収益施設（公募対象公
園施設）の設置又は管理を行う民間事業者を公募
により選定する制度。

　
渡
辺
厳
太
郎（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

民
営
化
で
き
な
け
れ
ば
廃

止
さ
れ
る
桜
実
会
が
継
続
で
き
る

よ
う
最
大
限
の
配
慮
を
求
む
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
各
法
人

の
状
況
や
意
向
を
踏
ま
え
、
可
能

な
限
り
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問　

水
道
水
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

に
対
し
、
危
機
意
識
を
も
っ
て
市

民
に
情
報
提
供
す
べ
き
だ
が
。

　
保
健
所
長
　
井
戸
水
に
関
し
て
、

水
道
法
の
規
制
対
象
外
の
も
の
も

情
報
提
供
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
田
市
の
農
業
の 

現

状

と

今

後

不
登
校
支
援
策
・ 

経
済
格
差
是
正
策

　

白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問　

２
０
１
７
年
に
策
定
さ
れ

た
10
ヶ
年
計
画
で
あ
る
第
４
次
町

田
市
農
業
振
興
計
画
に
定
め
ら
れ

た
目
標
値
が
５
年
を
経
過
し
、
す

で
に
目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
計
画
期
間
に

お
け
る
数
値
目
標
を
今
後
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
く
の
か
。　

　

北
部
・
農
政
担
当
部
長　
５
つ

の
数
値
目
標
は
市
の
農
業
が
目
指

す
べ
き
姿
の
実
現
に
必
要
な
目
標

で
、
後
期
実
行
計
画
に
お
い
て
も

　
渡
辺
さ
と
し（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
新
設
さ
れ
た
町
田
市
不
登

校
施
策
検
討
委
員
会
で
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
検
討
予
定
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
委
員
会
は
23

年
度
に
計
３
回
予
定
し
て
お
り
、

５
月
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
原

案
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
複
数

設
置
、
不
登
校
特
例
校
の
設
置
に

つ
い
て
協
議
を
し
ま
す
。

　
問　

不
登
校
支
援
策
と
し
て
期

待
さ
れ
る
不
登
校
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
は
、
い
つ
取
り
ま
と
め
る
か
。

継
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
社

会
環
境
の
変
化
、
前
期
実
行
計
画

の
取
組
を
踏
ま
え
、
事
業
の
修
正

や
新
た
な
事
業
を
展
開
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
問　

町
田
市
の
農
業
の
将
来
の

見
通
し
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

　
農
業
委
員
会
会
長
　
市
の
農
地

面
積
、
農
家
数
も
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
第
４
次
町
田
市
農
業
振

興
計
画
の
取
組
は
農
地
の
保
全
や

担
い
手
の
育
成
、
支
援
に
効
果
が

あ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
部
長
　
23
年
12
月
頃

に
策
定
の
完
了
を
し
よ
う
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　
問
　
教
育
に
お
け
る
経
済
格
差

是
正
の
た
め
の
就
学
援
助
申
請
は
、

利
便
向
上
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
導
入
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
就
学
援
助
を
希
望
す
る

保
護
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民バス「まちっこ」



（5） No.228 町田市議会だより

（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）
（
https://w

w
w.gikai-m

achida.jp/）

本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令和５年（２０２３年）４月３０日

　
問
　
災
害
対
策
で
、
屋
外
用
テ

ン
ト
を
活
用
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
と

防
災
を
融
合
し
た
宿
泊
体
験
型
の

訓
練
を
行
う
が
具
体
的
な
計
画
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
23
年
度
は
市
民

の
皆
様
が
避
難
用
テ
ン
ト
を
使
用

し
、
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
宿
泊

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
問
　
保
健
所
機
能
維
持
に
向
け

た
組
織
的
な
応
援
体
制
の
内
容
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
対
策
本
部
会
議

を
開
催
す
る
な
ど
、
流
行
状
況
や

保
健
所
の
業
務
状
況
を
市
全
体
で

情
報
共
有
し
、
状
況
に
応
じ
て
職

員
の
保
健
所
へ
の
兼
務
発
令
や
応

援
な
ど
、
体
制
を
構
築
し
ま
し
た
。

　
問
　
学
校
の
統
廃
合
で
、
避
難

施
設
が
工
事
中
に
使
え
な
い
事
や
、

廃
止
さ
れ
る
事
も
予
測
さ
れ
、
地

元
住
民
の
不
安
が
あ
る
。
対
応
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
現
在
学
校
が

　
問
　
町
田
市
が
第
二
子
、
第
三

子
も
「
産
み
育
て
た
い
ま
ち
」
と

し
て
選
ば
れ
る
た
め
の
取
組
は
。

　
市
長
　
ま
ち
だ
若
者
大
作
戦
の

実
施
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
さ
ら
な

る
整
備
、
高
校
生
等
を
対
象
と
し

た
医
療
費
助
成
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
支
援
を
広
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
高
齢
化
の
進
展
に
対
し
て

地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
え
る
体
制

強
化
は
ど
の
よ
う
に
。

　
榎
本
副
市
長
　
多
世
代
交
流
の

場
の
活
用
や
企
業
連
携
な
ど
で
、

気
軽
に
支
え
合
い
活
動
に
参
加
で

き
る
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
中
心
市
街
地
活
性
化
に
重

要
な
規
制
緩
和
等
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
や
交
通
網
を
ど
の
よ
う
に
。

　
赤
塚
副
市
長
　
駅
周
辺
は
、
容

積
率
の
緩
和
な
ど
を
導
入
し
、
都

市
基
盤
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
物
価
高
騰
が
続
い
て
る
が
、

２
０
２
３
年
度
当
初
予
算
編
成
に

あ
た
り
ど
の
よ
う
に
考
え
た
の
か
。

　
市
長
　
市
が
輝
け
る
場
所
で
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
町
田
の
未

来
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
事
業
を

着
実
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
基
金
の
活
用
や
市
債

の
発
行
抑
制
に
努
め
、
健
全
な
財

政
運
営
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
学
童
保
育
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
配
置
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

考
え
は
。
特
に
子
ど
も
の
帰
宅
時

の
安
全
確
保
に
関
す
る
考
え
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
１
小
学
校
区
に

１
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
と
す
る
方
針

に
基
づ
き
、
新
た
な
学
校
づ
く
り

推
進
計
画
に
合
わ
せ
て
整
備
を
進

め
ま
す
。
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

内
容
は
、
新
た
な
学
校
づ
く
り
基

本
計
画
に
基
づ
き
検
討
を
進
め
ま

　
問
　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

ま
ち
だ
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
姿
勢
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
で

目
標
を
達
成
さ
せ
る
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
ま
ち
だ
未
来
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
４
０
で
は
、

み
ん
な
で
将
来
に
受
け
継
ぐ
持
続

可
能
な
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
掲

げ
、
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
市
民
、
事
業
者

な
ど
の
理
解
や
取
組
が
必
要
で
、

連
携
、
協
働
す
る
こ
と
で
、
50
年

度
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実

質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の

杜
〟
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ

ー
プ
ン
す
る
と
、
来
園
者
は
ど
ん

な
公
園
の
過
ご
し
方
が
で
き
る
の

か
。
今
後
の
整
備
に
よ
り
ど
の
よ

　
問
　
中
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

整
備
イ
メ
ー
ジ
と
今
後
の
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
生
徒
数
減
少
を

見
込
み
、
必
要
十
分
で
コ
ン
パ
ク

ト
な
施
設
と
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、

丁
寧
に
手
作
り
す
る
こ
と
や
多
様

な
献
立
に
加
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
応
し
た
専
用
食
も
調
理
、
配
送

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
災
協
定
の
締
結
や
地

域
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、

災
害
対
応
力
の
高
い
施
設
と
し
て

い
き
ま
す
。
今
後
の
整
備
は
、
25

年
度
ま
で
に
全
員
給
食
を
開
始
で

き
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
鶴
川
駅
周
辺
の
再
整
備
に

よ
っ
て
、
駅
周
辺
は
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
変
わ
る
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
駅
舎
を
橋
上
化

さ
せ
、
南
北
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路

　
問
　
光
熱
費
や
生
活
必
需
品
の

高
騰
に
苦
し
む
市
民
や
業
者
へ
の

支
援
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
市
民
支
援
は
生

活
支
援
や
救
済
措
置
の
制
度
の
中

で
対
応
し
て
い
く
考
え
で
す
。
事

業
者
支
援
は
融
資
制
度
な
ど
既
存

の
仕
組
み
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
ま
ち
だ
の
新
た
な
学
校

づ
く
り
」
の
学
校
統
廃
合
計
画
は
、

通
学
区
域
を
広
域
化
し
、
学
校
規

模
を
拡
大
す
る
。
行
き
届
い
た
教

育
や
安
心
安
全
な
生
活
を
保
障
で

き
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
新
た
な
教
育
環

境
整
備
、
教
員
が
教
育
活
動
に
専

念
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る

取
組
で
す
。
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
通

学
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
芹
ヶ
谷
公
園
〝
芸
術
の

担
っ
て
い
る
避
難
施
設
機
能
は
、

基
本
的
に
は
、
そ
の
地
域
に
お
け

る
統
合
新
設
校
や
周
辺
の
施
設
等

に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
引
き
継
ぐ
こ
と
が
難
し
い

場
合
、
学
校
跡
地
を
含
め
て
、
そ

の
地
域
に
と
っ
て
最
適
な
配
置
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
統
廃
合
に
伴
う
工
事

期
間
中
の
避
難
先
に
は
、
近
隣
の

避
難
施
設
に
分
散
し
て
避
難
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
問　

自
分
事
と
し
て
地
域
課
題

を
捉
え
活
動
す
る
人
を
増
や
す

「
Ｔ
ｈ
ｅ　

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｉ
」
の

開
催
の
考
え
方
は
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
熱

意
を
持
つ
方
々
が
地
域
で
存
分
に

力
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

方
が
共
鳴
し
、
地
域
が
よ
り
一
層

輝
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
取
組
を
市
が
土
台

か
ら
後
押
し
し
て
い
く
思
い
を
込

め
て
、
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

交
通
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
を
基
幹
、

路
線
バ
ス
を
支
線
と
す
る
公
共
交

通
網
の
構
築
検
討
と
、
交
通
拠
点

性
を
高
め
る
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
に
向
け
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
問
　
性
の
多
様
性
尊
重
、
障
が

い
者
差
別
解
消
な
ど
共
生
社
会
を

実
現
す
る
条
例
制
定
に
際
し
、
ど

の
よ
う
に
当
事
者
の
声
を
酌
む
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
性
の
多
様
性
の

尊
重
に
関
す
る
条
例
制
定
に
当
た

っ
て
は
、
当
事
者
懇
談
会
ほ
か
市

民
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。
（
仮

称
）
障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
の

制
定
に
向
け
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
23
年
度
に
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
予
定
で
す
。

　
問
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
実
現
の
た

め
の
専
門
性
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
構
築
は
ど
の
よ
う
に
。

　
榎
本
副
市
長
　
有
識
者
の
専
門

的
知
見
を
踏
ま
え
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
つ
つ
、
Ｄ
Ｘ

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

す
。
通
学
時
の
安
全
確
保
は
実
地

調
査
も
踏
ま
え
、
安
心
し
て
通
学

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　「
町
田
市
性
の
多
様
性
の

尊
重
に
関
す
る
条
例
」
や
「
町
田

市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」
を
創
設
す
る
こ
と
で
市
が
ど

の
よ
う
に
変
化
す
る
と
考
え
る
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
方
々
の
困
り
事
や
生
き

づ
ら
さ
の
軽
減
、
差
別
や
偏
見
の

解
消
に
加
え
、
性
の
多
様
性
に
関

す
る
社
会
的
な
理
解
の
促
進
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　（
仮
称
）
国
際
工
芸
美
術

館
整
備
工
事
費
は
議
会
と
し
て
一

貫
し
て
減
額
を
求
め
て
き
た
が
、

社
会
情
勢
的
に
工
事
費
が
増
額
す

る
今
計
画
を
進
め
る
根
拠
は
。

　
赤
塚
副
市
長
　
整
備
は
将
来
に

わ
た
り
市
が
輝
き
続
け
る
た
め
に

必
要
な
投
資
で
す
。
計
画
を
大
き

く
推
し
進
め
て
い
く
今
こ
そ
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
考
え
て
い
ま
す
。

う
に
公
園
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
多
様
な
文
化
芸

術
活
動
や
豊
か
な
自
然
を
感
じ
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
験
型

の
公
園
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
問
　「
町
田
市
性
の
多
様
性
の

尊
重
に
関
す
る
条
例
」
に
お
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

導
入
の
意
義
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
方
々
の
困
り
事
や
生
き

づ
ら
さ
を
軽
減
す
る
こ
と
に
加
え
、

差
別
偏
見
の
解
消
な
ど
、
当
事
者

に
寄
り
添
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

環
境
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
問
　「
地
域
か
が
や
き
作
戦
本

部
」
を
立
ち
上
げ
た
市
長
の
思
い

は
。
ま
た
、
今
後
の
展
開
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
地
域
が
一
層
輝

い
て
い
く
取
組
を
後
押
し
し
た
い

と
い
う
思
い
を
込
め
て
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
相
談
の
機
会
を
今
後
さ

ら
に
拡
充
し
、
一
層
輝
く
地
域
を

皆
様
と
共
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

に
直
結
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
町
の

交
流
拠
点
に
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
交
通
広
場
や
周
辺
道
路
な
ど

を
整
備
し
、
駅
利
用
者
の
利
便
性

や
安
全
性
を
高
め
、
周
辺
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。
さ

ら
に
新
た
な
商
業
機
能
を
南
北
に

設
け
、
既
存
の
商
店
街
な
ど
へ
の

歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の

あ
ふ
れ
た
エ
リ
ア
に
生
ま
れ
変
わ

る
よ
う
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ

い
て
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
他
に
注
力
す
る
取
組
は
。

　
榎
本
副
市
長
　
国
民
健
康
保
険

シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
方
が
利
用

す
る
学
校
徴
収
金
管
理
シ
ス
テ
ム
、

防
災
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導
入
し

ま
す
。
今
後
も
、
誰
も
が
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

杜
〟
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想

は
、
市
民
の
理
解
や
合
意
が
得
ら

れ
て
い
な
い
が
、
整
備
費
や
管
理

運
営
費
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

　
赤
塚
副
市
長
　
令
和
５
年
度
予

算
に
て
、
（
仮
称
）
国
際
工
芸
美

術
館
整
備
に
約
33
億
３
０
０
０
万

円
、
（
仮
称
）
公
園
案
内
棟
／
喫

茶
／
版
画
工
房
／
ア
ー
ト
体
験
棟

の
擁
壁
整
備
に
１
億
２
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
（
仮
称
）
芹
ヶ
谷

公
園
〝
芸
術
の
杜
〟
パ
ー
ク
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
整
備
運
営
事
業
委
託
料

約
１
０
３
億
４
０
０
０
万
円
を
23

年
度
か
ら
38
年
度
の
債
務
負
担
行

為
事
業
と
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
図
書
館
な
ど
、
公
共
施
設

再
編
は
、
市
民
や
地
域
と
の
十
分

な
合
意
形
成
が
図
ら
れ
、
声
を
活

か
し
た
計
画
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
意
見
交
換
を
重
ね
検
討
し
て

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
話
合
い
を

重
ね
、
再
編
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

無

所

属

　
　
　
　
　
松
岡
み
ゆ
き

公

明

党

　
　
　
お
ん
じ
ょ
う
由
久

ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

東
　
友
美

自

由

民

主

党
�

佐
藤
伸
一
郎

選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会

　
　
　
　
　
　
木
目
田
英
男

日

本

共

産

党

細
野
龍
子

本会議の代表質疑から本会議の代表質疑から
　 本定例会では、条例・その他の議案、予算、施政方針につい
て各会派の代表質疑を行いました。代表質疑及び個人質疑は一
括して各会派の持ち時間内で行い、大会派順に発言をします。
　持ち時間は各会派の人数等によって決まり、各会派の持ち時
間及び発言順序は以下のとおりです。

まちだ市民クラブ ７０分
公明党 ５５分
自由民主党 ５０分
選ばれる町田をつくる会 ５０分
日本共産党 ４５分
無所属 ４０分

市議会ホームページをご覧ください。市議会ホームページをご覧ください。
https://www.gikai-machida.jp/https://www.gikai-machida.jp/

　町田市議会のホームページを開設しています。
　会議録の検索、議会の会期日程や議案の審議結果等の最新情報、
議員の紹介、過去の市議会だより
などを掲載しています。
　また、本会議、常任委員会や特
別委員会のライブ中継、録画配信
もインターネットで行っています。
スマートフォンやタブレット端末
でもご覧いただけます。



（6）令和５年（２０２3年）４月3０日 No.228町田市議会だより
２
月
21
日
、
３
月
７
日
・
８

日
に
議
案
７
件
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。 総
　
務

令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
予
算

～
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

�

の
推
進
～

　
委
員　
23
年
度
の
取
り
組
み
だ

が
、
誰
も
が
町
田
の
魅
力
を
発
見

・
発
信
で
き
る
よ
う
な
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
を
制
作
す

い
う
も
の
に
対
し
て
、
ハ
イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ
ト
は
看
護
師
１
人
に
つ
き

患
者
４
人
を
診
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
、
市
民
病
院
で
懸
念
さ

れ
て
い
る
看
護
師
が
足
り
て
い
な

い
中
で
も
、
う
ま
く
運
用
で
き
る

と
い
う
形
に
は
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
委
員　
病
床
数
は
増
や
し
た
い

と
言
っ
た
と
き
に
、
す
ご
く
難
し

い
話
な
の
か
、
状
況
に
応
じ
て
対

応
で
き
る
も
の
な
の
か
。

　
市
民
病
院
総
務
課
長　
市
民
病

院
の
計
画
と
し
て
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト
を
進
め
て
高
度
な
急
性
期

に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
を
進
め

て
い
く
が
、
病
床
数
に
つ
い
て
増

や
し
て
い
く
こ
と
も
な
い
と
は
言

え
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
の
計
画
の

中
で
見
定
め
て
い
く
よ
う
な
形
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

２
月
21
日
、３
月
９
日
・
10
日

・
13
日
に
議
案
10
件
、
請
願

４
件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

文
教
社
会

令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年

度
）
町
田
市
一
般
会
計
予
算

～
子
ど
も
ク
ラ
ブ

�

整
備
事
業
～

　

委
員　
（
仮
称
）
成
瀬
地
区
子

ど
も
ク
ラ
ブ
だ
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
狭
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
が
、
現
時
点
で
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
児
童
青
少
年
課
長　
今
現
在
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
約
３
分
の
１
を
子

ど
も
ク
ラ
ブ
の
整
備
の
場
所
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。
３
分
の
２
が

使
え
る
状
態
と
い
う
よ
う
な
形
で

残
る
状
況
で
す
。

　
委
員　
こ
れ
ま
で
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の

頻
度
も
含
め
て
詳
細
を
伺
い
た
い
。

　
児
童
青
少
年
課
長　
平
日
の
午

前
中
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
、
こ
う
い
う
団
体
が

だ
い
た
り
、
サ
イ
ト
へ
の
誘
導
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
月
21
日
、
３
月
７
日
・
29

日
に
議
案
13
件
、
請
願
１
件

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

健
康
福
祉

町
田
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

～
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
高
度
治
療
室
）

の
開
設
に
伴
い
、
病
床
数
を�

�

改
め
る
～

　
委
員　
病
床
数
が
18
床
減
る
こ

と
で
、
患
者
数
が
減
っ
た
り
、
収

益
的
に
下
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
民
病
院
総
務
課
長　
収
益
的

な
と
こ
ろ
で
、
病
院
の
診
療
報
酬

で
加
算
が
あ
り
ま
す
。
一
般
病
棟

で
看
護
す
る
よ
り
も
、
ハ
イ
ケ
ア

ユ
ニ
ッ
ト
で
管
理
す
る
ほ
う
が
高

い
診
療
報
酬
の
点
数
を
得
ら
れ
ま

す
。
市
民
病
院
と
し
て
は
、
最
大

で
12
床
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
を

確
保
し
て
、
運
営
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
の
と

こ
ろ
を
一
般
病
棟
か
ら
の
転
床
、

あ
と
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
一
般
病
棟
に

は
動
か
せ
な
い
で
す
が
、
Ｈ
Ｃ
Ｕ

に
移
動
し
て
診
療
を
行
う
。
Ｉ
Ｃ

Ｕ
が
空
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た

救
急
の
応
需
が
で
き
る
と
い
う
循

環
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

特
に
病
院
の
収
益
的
な
と
こ
ろ
で

著
し
く
減
少
す
る
こ
と
は
見
込
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　
委
員　
Ｈ
Ｃ
Ｕ
は
、
南
多
摩
医

療
圏
の
間
で
は
ど
ん
な
感
じ
で
あ

る
も
の
な
の
か
。

　
市
民
病
院
総
務
課
長　
高
度
治

療
室
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
は
、

南
多
摩
医
療
圏
の
中
で
導
入
さ
れ

て
い
る
か
は
、
確
認
し
て
い
な
い

で
す
。
補
足
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

看
護
師
の
配
置
基
準
が
看
護
師
１

人
に
対
し
て
患
者
２
人
を
診
る
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
半
分
ぐ
ら
い
を
使

っ
て
い
る
状
況
で
、
午
後
は
小
学

生
を
中
心
に
使
っ
て
い
る
状
況
で
、

土
日
は
サ
ッ
カ
ー
で
使
用
し
、
各

時
間
帯
、
曜
日
で
の
利
用
傾
向
の

あ
た
り
を
把
握
、
確
認
を
し
て
い

ま
す
。

　
委
員　
成
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
、
土
日
と
か
祝
日
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
使
う
こ
と
が
多
い
と

思
う
。
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
日
曜
祝

日
、
閉
館
で
使
え
な
い
と
な
る
か

ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
３
分
の
１
が

な
く
な
る
と
い
う
の
は
デ
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
い
と
考
え
る
が
。

　
児
童
青
少
年
課
長　
休
館
日
に

つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
児
童
館
も
子

ど
も
の
居
場
所
で
す
の
で
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
３
分
の
１
減
っ
て
し
ま

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
雨
の
日
に
子

ど
も
ク
ラ
ブ
が
あ
る
と
室
内
で
遊

べ
る
と
か
、
ご
意
見
も
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
３
分
の
２
の
状

態
は
使
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

子
ど
も
ク
ラ
ブ
も
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
委
員　
基
本
設
計
は
こ
れ
か
ら

と
い
う
こ
と
で
、
で
き
る
限
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
広
さ
を
確
保
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

　
児
童
青
少
年
課
長　
そ
う
い
う

声
を
引
き
続
き
し
っ
か
り
受
け
止

め
、
反
映
で
き
る
部
分
は
地
元
の

方
の
要
望
に
合
う
形
で
、
し
っ
か

り
今
後
も
ご
意
見
を
聞
い
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で

附
帯
決
議

　

文
教
社
会
常
任
委
員
会
で
は
、

付
託
さ
れ
た
案
件
の
う
ち
、
第
７

号
議
案
令
和
５
年
度
（
２
０
２
３

年
度
）
町
田
市
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
、
原
案
を
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
、
採
決
終
了
後
に
左
記

の
附
帯
決
議
を
付
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

記

第
７
号
議
案
に
対
す
る 

附
帯
決
議　
　
　
　
　

　

第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
の
歳
出
、

款
３
．
民
生
費
、
項
２
．
児
童
福

祉
費
、
目
５
．
児
童
青
少
年
費
の

子
ど
も
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
の
う
ち
、

（
仮
称
）
成
瀬
地
区
子
ど
も
ク
ラ

ブ
整
備
に
あ
っ
て
は
、
引
き
続
き

青
少
年
健
全
育
成
地
区
委
員
会
や

地
域
住
民
や
利
用
者
、
運
営
委
員

会
等
と
の
意
見
交
換
を
す
る
場
を

設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
に
出

た
要
望
に
で
き
る
限
り
応
え
る
よ

う
努
め
ら
れ
た
い
。

本
会
議
の
結
果

　

３
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

第
７
号
議
案
は
賛
成
多
数
を
持
っ

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
21
日
、
３
月
９
日
・
10

日
・
に
議
案
17
件
、
請
願
１

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

建
　
設

鶴
川
駅
改
良
事
業
の
工
事
に

関
す
る
施
行
協
定

～
鶴
川
駅
の
自
由
通
路
整
備

に
併
せ
て
、
改
札
口
等
の
駅

機
能
を
移
設
す
る
た
め
、
小

田
急
電
鉄
株
式
会
社
と
施
行�

�

協
定
を
締
結
～

　
委
員　
小
田
急
の
鶴
川
駅
の
改

修
は
、
利
用
者
も
多
い
し
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
実
現
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
な

ど
安
全
性
の
拡
充
と
い
う
点
で
も
、

本
当
に
必
要
な
事
業
だ
と
思
う
。

小
田
急
の
鶴
川
駅
の
整
備
と
い
う

点
で
、
町
田
市
と
小
田
急
側
の
負

担
割
合
の
考
え
方
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
た
い
と
思
う
が
、
南
北

自
由
通
路
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

　町田市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・
請願、所管事務調査による行政報告等、各所管事項について詳細にわたり審査を行っ
ています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

委員会の審査から

は
、
小
田
急
の
施
設
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
。
そ
の
工
事
の
負
担

割
合
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
駅
舎

の
整
備
、
改
善
も
さ
れ
、
協
定
金

額
が
補
助
と
し
て
出
さ
れ
る
が
、

そ
の
補
助
の
考
え
方
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
区
街
づ
く
り
課
長　
自
由
通

路
は
、
市
の
施
工
で
、
都
市
計
画

道
路
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

持
分
と
し
て
は
市
の
も
の
に
な
る

と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
費
用
で
す

が
、
自
由
通
路
を
施
工
す
る
の
と

併
せ
て
駅
舎
の
橋
上
化
、
改
良
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

自
由
通
路
に
改
札
口
を
つ
け
て
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
、
快
適
性
を

し
っ
か
り
確
保
し
て
い
く
と
い
う

内
容
に
合
わ
せ
て
、
国
が
定
め
て

い
る
自
由
通
路
の
整
備
及
び
管
理

に
関
す
る
要
綱
、
都
が
定
め
て
い

る
東
京
都
鉄
道
駅
総
合
バ
リ
ア
フ

リ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
交
付
要

綱
を
準
用
し
て
金
額
の
算
定
を
行

っ
て
い
る
。
大
き
な
考
え
方
と
し

て
は
、
今
あ
る
機
能
を
移
し
て
い

く
、
例
え
ば
、
改
札
口
を
持
っ
て

く
る
と
、
ど
う
し
て
も
券
売
機
と

か
駅
務
室
が
必
要
に
な
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
も
の
、
ま
た
、
整
備

す
る
に
当
た
っ
て
、
駅
舎
が
当
た

っ
て
し
ま
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
、
解
体
費
と
か
移
設
費
、

そ
う
い
っ
た
も
の
は
町
田
市
。
今

な
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
と
か
、

今
あ
る
機
能
を
さ
ら
に
拡
充
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
小
田
急
と
い
う

考
え
方
の
下
で
費
用
分
担
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具
体
像
を

お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
広
報
課
担
当
課
長　
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト
に
つ
い
て

は
、
町
田
の
暮
ら
し
へ
の
共
感
を

獲
得
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ま
ず
７
月
中
の
公
開
を
目
指
し
て
、

公
開
後
に
人
に
関
す
る
記
事
を
掲

載
し
た
り
、
物
、
事
に
関
す
る
記

事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
ま
た
、
ほ

か
に
市
の
施
策
に
関
す
る
特
集
記

事
を
順
次
掲
載
し
て
い
く
予
定
で

す
。
人
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
町

田
市
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

か
、
そ
う
い
っ
た
町
田
暮
ら
し
を

楽
し
ん
で
い
る
方
に
関
す
る
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
記
事
、
あ
と
、
物
に

関
し
て
は
、
町
田
の
人
が
作
る
物
、

例
え
ば
名
産
品
と
か
野
菜
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
の
ご
紹
介
、
そ
れ
か

ら
、
事
に
関
す
る
記
事
に
関
し
て

は
、
町
田
に
住
む
こ
と
、
町
田
で

活
動
す
る
こ
と
、
町
田
で
働
く
こ

と
、
そ
れ
か
ら
遊
ぶ
こ
と
と
い
う

よ
う
な
テ
ー
マ
で
記
事
を
掲
載
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
活
動
す

る
こ
と
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
、

地
域
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
活
動
で
あ
っ

た
り
様
々
あ
り
ま
す
の
で
、
関
係

す
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
記
事
を
掲
載
し

て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　
委
員　
発
見
と
い
う
の
は
今
の

答
弁
で
分
か
っ
た
が
、
発
信
と
い

う
の
は
主
語
が
よ
く
分
か
ら
な
い

が
、
市
民
が
こ
の
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
発
信
も
で
き
る
と
い
う
こ
と

な
の
か
。

　
広
報
課
担
当
課
長　
サ
イ
ト
を

公
開
す
る
だ
け
で
は
見
に
来
て
い

た
だ
け
る
方
の
獲
得
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
サ
イ

ト
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
、

例
え
ば
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
を
仕
掛
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
も
の
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
発
信
を
し
て
い
た

● ● ● 委員会の行政視察 ● ● ●
　各委員会は、情報を収集し、専門的知識を深め、優れた施策を市政に反映させるため、先進地等を視察して、特定事件について調査をし
ます。議会運営委員会が次のとおり視察に行きました。

年
委員会

令和５年(２０２３年)
日程 視察先 視察項目 視察内容

議会運営
委員会

２月1日
～

２月２日

取手市（茨城県） 市議会におけるＩＣＴの活用について議会基本条例について
ＩＣＴの活用及び議会基本条例の制定に至る経緯、効果及び
課題や今後の予定について調査しました。

豊田市（愛知県） 市議会におけるＩＣＴの活用について ＩＣＴの活用に至る経緯、これまでに検討・実施した事項、効
果及び課題や今後の予定について調査しました。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

第
１
号　
町
田
市
議
会
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

第
２
号　
町
田
市
議
会
会
議

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

生
命
及
び
健
康
に
重
大
な
影
響

を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
感
染
症

の
ま
ん
延
防
止
措
置
の
観
点
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
で
委
員

会
を
開
会
す
る
こ
と
を
可
能
と
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
各
々
３
月
29

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
全
員
一

致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案

委
員
会
提
出
議
案
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議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

東�

友
美

秋
田
し
づ
か

渡
辺
さ
と
し

小
野
り
ゅ
う
じ

笹
倉
み
ど
り

佐
藤
和
彦

森
本
せ
い
や

戸
塚
正
人（
議
長
）

今
村
る
か

お
ん
じ
ょ
う
由
久

小
野
寺
ま
な
ぶ

村
ま
つ
俊
孝

松
葉
ひ
ろ
み

山
下
て
つ
や

お
く
栄
一

佐
藤
伸
一
郎

加
藤
真
彦

石
川
好
忠

三
遊
亭
ら
ん
丈

藤
田�

学

木
目
田
英
男

渡
辺
厳
太
郎

白
川
哲
也

い
わ
せ
和
子

若
林
章
喜

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

松
岡
み
ゆ
き

新
井
よ
し
な
お

吉
田
つ
と
む

お
ぜ
き
重
太
郎

矢
口
ま
ゆ

熊
沢
あ
や
り

中
川
幸
太
郎

★　市　長　提　出　議　案
第1号 令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計補正予算（第７号） 可　決

（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２月２２日

第７号

令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ３月２9日

令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計予算に対する修正案
（芹ヶ谷公園“芸術の杜”パークミュージアム推進事業のうち、
（仮称）国際工芸美術館整備費等及び都市公園費等を修正）

否　決 × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ３月２9日

令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計予算に対する修正案
（芹ヶ谷公園“芸術の杜”パークミュージアム推進事業のうち、
（仮称）国際工芸美術館整備費等を修正）

否　決 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ３月２9日

第8号 令和５年度（２０２３年度）町田市国民健康保険事業会計予算 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２9日

第1４号 町田市性の多様性の尊重に関する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２9日

第２０号 町田市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２9日

第４０号 包括外部監査契約の締結について 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ３月２9日

★　議　員　提　出　議　案
第6号 東京都が行う福祉・介護の専門職育成に関わる制度の充実を

求める意見書 否　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議
長
○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ３月２9日

第７号 「ＬＧＢＴ理解増進法案」に差別禁止規定を求める意見書 可　決
（賛成多数）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ３月２9日

第8号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的支援制度の創設を求
める意見書

可　決
（賛成多数）
※1議長裁決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※
１
裁
決
〇

○ × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ３月２9日

★　請　願
第1０号(４) 町田市立南第三小学校廃校計画の見直しを求める請願 不採択 × × × × × × ×

議
長

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ３月２9日
第1号 南成瀬小と南第二小の統廃合計画の見直しを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ３月２9日

第２号 芹ヶ谷公園の自然環境の保全に向けた定期的な自然観察調査
等の実施を求める請願 不採択 × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ３月２9日

第３号 国際工芸美術館（仮称）の建設を抜本的に見直すこと、及び町
田市立博物館の収蔵品の鑑定を行うことの請願 不採択 × ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ３月２9日

第４号 国民健康保険税の値上げを行わないことを求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ３月２9日
第５号 町三小、本町田東小、本町田小の存続を求める請願 不採択 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ３月２9日

議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案          

第２号 令和４年度（２０２２年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第３号） ２月２２日

第３号 令和４年度（２０２２年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第２号） ２月２２日

第４号 令和４年度（２０２２年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第２号） ２月２２日

第５号 令和４年度（２０２２年度）町田市下水道事業会計補正予算（第２号） ２月２２日

第6号 令和４年度（２０２２年度）町田市病院事業会計補正予算（第1号） ２月２２日

第9号 令和５年度（２０２３年度）町田市介護保険事業会計予算 ３月２9日

第1０号 令和５年度（２０２３年度）町田市後期高齢者医療事業会計予算 ３月２9日

第11号 令和５年度（２０２３年度）町田市鶴川駅南土地区画整理事業会計予算 ３月２9日

第1２号 令和５年度（２０２３年度）町田市下水道事業会計予算 ３月２9日

第1３号 令和５年度（２０２３年度）町田市病院事業会計予算 ３月２9日

第1５号 町田市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 ３月２9日

第16号 町田市特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第1７号 町田市営住宅条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第18号 町田市手数料条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第19号 町田市避難行動要支援者の名簿情報の提供に関する条例 ３月２9日

第２1号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例 ３月２9日

第２２号 町田市子ども発達センター条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第２３号 町田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例
の一部を改正する条例 ３月２9日

第２４号 町田市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する
条例 ３月２9日

第２５号 町田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改
正する条例 ３月２9日

第２6号 町田市道における道路構造の技術的基準に関する条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第２７号 町田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する
条例 ３月２9日

第２8号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第２9号 町田市忠生公園自然観察センター条例を廃止する条例 ３月２9日

第３０号 町田市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第３1号 香山緑地既存建物耐震改修他工事請負契約 ３月２9日

全員一致で可決・同意・承認された議案
議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案          

第３２号 旧忠生第六小学校解体工事請負契約の変更契約 ３月２9日

第３３号 忠生6３０号線（第二期）道路改良工事（その４）請負契約の変更契約 ３月２9日

第３４号 普通財産の貸付について ２月２1日

第３５号 鶴川駅南北自由通路の整備に関する施行協定 ３月２9日

第３6号 鶴川駅改良事業の工事に関する施行協定 ３月２9日

第３７号 損害賠償の額の決定について ２月２1日

第３8号 市道路線の認定について ３月２9日

第３9号 市道路線の廃止について ３月２9日

第４1号 指定金融機関の指定について ２月２２日

第４２号 町田市表彰条例に基づく一般表彰の同意方について ３月２9日

第４３号 権利の放棄について ２月２1日

第４４号 町田市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第４５号 （仮称）町田市中学校給食センター整備・運営事業契約 ３月２9日

第４6号 町田市教育委員会委員の任命につき同意方について ３月２9日

第４７号 町田市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意方について ３月２9日

第４8号 令和５年度（２０２３年度）町田市一般会計補正予算（第1号） ３月２9日

報告第1号 令和４年度（２０２２年度）町田市一般会計補正予算（専決第３号）の専決処分の承認
を求めることについて ２月２1日

★　委　員　会　提　出　議　案
第1号 町田市議会委員会条例の一部を改正する条例 ３月２9日

第２号 町田市議会会議規則の一部を改正する規則 ３月２9日

★　議　員　提　出　議　案
第1号 町田市議会の個人情報の保護に関する条例 ２月２２日

第２号 新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常を守る取り組みの強化を求め
る意見書 ３月２9日

第３号 認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書 ３月２9日

第４号 地域のグリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の促進を求める意見書 ３月２9日

第５号 アスベスト被害を抑える対策の強化を求める意見書 ３月２9日
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◎
３
月
定
例
会
の
日
程

傍聴者数：１６１名

月

日

内
　
　
容

２
２１
㊋

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
・

文
教
社
会
・
建
設
）

２

２２
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

５

２４
㊎
議
案
説
明
会

１

２７
㊊
全
員
協
議
会

１

２８
㊋
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員

会

３
６
㊊
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

６

７
㊋
常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

１０

８
㊌
常
任
委
員
会

（
総
務
）

９
㊍
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

６６

１０
㊎
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

９

１３
㊊
常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

１４
㊋

本
会
議

４

１５
㊌

１６
㊍

１１

２０
㊊

２１

２２
㊌

８

２９
㊌
本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉
）

１７

　目の不自由な方のために、点字と声（カセットテー
プ版、デイジー版）の「町田市議会だより」を発行し
ています。
　ご希望の方は、議会
事務局調査法制係（☎
０４２－７２４－４０４９）まで
お申し込みください。

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
に
対
す
る
公
的
支
援
制
度

の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

認
知
症
の
人
も
家
族
も
安
心

な
社
会
の
構
築
を
求
め
る
意

見
書

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
を
抑
え
る

対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見

書 地
域
の
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｇ
Ｘ
）

の
促
進
を
求
め
る
意
見
書

「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案
」

に
差
別
禁
止
規
定
を
求
め
る

意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
後
遺
症
の
方
々
の
日
常

を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
を

求
め
る
意
見
書

議
員
提
出
議
案

意
見
書

意
見
書��（
要
旨
）

（
要
旨
）

　
本
定
例
会
で
は
意
見
書
６

件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
罹
患
者
の
中
で
、
疲
労
感
・
倦

怠
感
な
ど
の
罹
患
後
症
状
、
い
わ

ゆ
る
後
遺
症
を
訴
え
る
方
が
増
え

て
い
る
。
後
遺
症
は
社
会
生
活
上
、

非
常
に
影
響
が
大
き
く
、
例
え
ば
、

子
ど
も
の
場
合
は
自
分
か
ら
症
状

を
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、

怠
け
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま

う
恐
れ
も
あ
る
。

　

感
染
拡
大
か
ら
３
年
が
経
過
し
、

こ
の
感
染
症
へ
の
向
き
合
い
方
も

変
わ
る
中
で
、
後
遺
症
に
悩
み
生

活
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

方
々
の
治
療
等
の
確
立
な
ど
は
重

要
課
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
政
府

に
対
し
て
３
点
に
わ
た
る
積
極
的

な
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

認
知
症
の
人
は
約
６
０
０
万
人

を
超
え
、
高
齢
化
率
の
上
昇
に
伴

い
増
加
が
見
込
ま
れ
、
将
来
を
見

据
え
て
の
備
え
の
拡
充
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お
い

て
、
特
段
の
取
り
組
み
を
強
く
求

め
る
。

　

①
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成

促
進
・
身
近
な
薬
局
や
介
護
施
設

等
へ
の
相
談
窓
口
の
開
設
を
支
援

す
る
こ
と
、
②
薬
や
対
処
法
等
の

研
究
開
発
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
、

③
認
知
症
の
人
と
家
族
に
寄
り
添

う
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
、
④
認

知
症
の
リ
ス
ク
低
減
に
つ
な
が
る
、

知
識
や
情
報
を
提
供
す
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
、
⑤
国
と
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
「
（
仮
称
）
認
知

症
基
本
法
」
を
整
備
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

地
域
の
Ｇ
Ｘ
で
新
し
い
経
済
成

長
を
実
現
す
る
た
め
、
次
の
事
項

に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と

を
要
請
す
る
。
①
省
エ
ネ
効
果
の

高
い
断
熱
窓
へ
の
改
修
等
住
宅
の

省
エ
ネ
化
や
太
陽
光
発
電
と
蓄
電

池
を
組
み
合
わ
せ
た
電
力
の
自
給

自
足
へ
の
支
援
の
強
化
②
蓄
電
池

の
大
容
量
化
・
低
コ
ス
ト
化
や
余

剰
電
気
を
水
素
で
蓄
え
る
こ
と
等

を
可
能
と
す
る
研
究
開
発
の
加
速

③
熱
需
要
の
脱
炭
素
化
、
熱
の
有

効
利
用
に
向
け
た
設
備
等
の
導
入

促
進
④
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃

棄
に
備
え
た
制
度
的
措
置
の
検
討

⑤
電
力
の
系
統
整
備
に
お
い
て
資

金
調
達
等
が
可
能
と
な
る
環
境
整

備
や
よ
り
効
率
的
な
送
電
シ
ス
テ

ム
の
技
術
開
発
の
強
化
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

現
在
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
健
康
被

害
が
生
じ
た
場
合
は
、
「
労
災
保

険
制
度
」
に
よ
る
補
償
や
、
石
綿

健
康
被
害
救
済
法
や
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
救
済
制
度
に
よ
る
給
付
金
等

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
は

今
も
増
え
続
け
て
お
り
、
一
日
も

早
い
治
療
法
の
確
立
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
今
後
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
建
材
の
使
用
ピ
ー
ク
か
ら
約

５０
年
が
経
過
し
、
建
築
物
の
解
体

も
ピ
ー
ク
と
な
る
。

　

そ
こ
で
政
府
に
お
い
て
は
、
今

後
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被

害
者
の
治
療
法
の
一
日
も
早
い
確

立
と
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
発
生

防
止
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

性
的
指
向
や
性
自
認
を
含
む
あ

ら
ゆ
る
差
別
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、

い
ま
や
各
国
の
義
務
と
な
っ
て
お

り
、
世
界
５０
カ
国
以
上
で
差
別
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
政
府
は
２
０

１
１
年
と
２
０
１
４
年
に
性
的
指

向
、
性
自
認
に
関
す
る
国
連
人
権

理
事
会
の
決
議
に
賛
同
し
て
お
り
、

都
は
２
０
１
８
年
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

へ
の
差
別
を
禁
止
す
る
「
東
京
都

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
う
た
わ
れ

る
人
権
尊
重
の
理
念
の
実
現
を
目

指
す
条
例
」
を
制
定
し
た
。

　

誹
謗
中
傷
や
い
じ
め
を
受
け
た

人
が
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
孤

立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
差
別

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
差
別
か
ら
守
ら
れ
る
法
整
備

を
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　

高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
耳
が
聞

こ
え
に
く
く
な
り
仕
事
や
社
会
生

活
に
困
る
加
齢
性
難
聴
者
が
増
え

て
い
る
。
し
か
し
補
聴
器
は
平
均

価
格
１
台
１５
万
円
と
言
わ
れ
、
保

険
適
用
で
は
な
く
全
額
自
己
負
担

の
た
め
、
買
う
の
を
諦
め
る
人
も

多
い
。
欧
米
で
は
、
補
聴
器
購
入

へ
の
公
的
補
助
制
度
が
あ
り
、
日

本
で
も
補
助
を
行
う
自
治
体
が
増

え
て
い
る
。
補
聴
器
の
普
及
は
、

高
齢
者
が
生
活
の
質
を
落
と
さ
ず

心
身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と

で
、
認
知
症
予
防
や
交
通
事
故
の

防
止
、
ひ
い
て
は
健
康
寿
命
の
延

伸
、
医
療
費
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。

　

よ
っ
て
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補

聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
支
援
制

度
の
創
設
を
政
府
に
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
市
議
会
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱

い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

　

本
議
案
は
２
月
２２
日
の
本
会
議

で
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
委
員
の
交
代

　
　

就
任　

加
藤　

真
彦　

　
　

辞
任　

渡
辺　

さ
と
し

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

【
第
１７
期
町
田
市
議
会

改
革
調
査
特
別
委
員
会
】

　
委
員
の
交
代

　
　

就
任　

藤
田　

学　

　
　

辞
任　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

【
社
会
福
祉
法
人

町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
】

　
評
議
員
の
交
代

　
　

推
薦　

渡
辺　

さ
と
し

　
　

辞
任　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

【
自
由
民
主
党
代
表
者
の
交
代
】

　

就
任　

佐
藤　

伸
一
郎

　

辞
任　

藤
田　

学

　
　
　
　
　
　
（
２
月
８
日
付
）

【
会
派
脱
退
】

　
［
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
］

　
　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
３
月
３１
日
付
）

【
会
派
結
成
】

　
［
諸
派
］

　
　

秋
田　

し
づ
か

　
　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
付
）

第
１９
号
議
案
　
町
田
市
避
難

行
動
要
支
援
者
の
名
簿
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例

　

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
避
難
支
援
等
関
係
者
に
対

す
る
避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿

情
報
の
提
供
に
関
し
、
必
要
な
事

項
を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も

の
で
す
。

第
２２
号
議
案
　
町
田
市
子
ど

も
発
達
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

関
係
す
る
規
定
を
整
備
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

第
３６
号
議
案
　
鶴
川
駅
改
良

事
業
の
工
事
に
関
す
る
施
行

協
定

　

鶴
川
駅
の
自
由
通
路
整
備
に
併

せ
て
、
改
札
口
等
の
駅
機
能
を
移

設
す
る
た
め
、
小
田
急
電
鉄
株
式

会
社
と
施
行
協
定
を
締
結
す
る
も

の
で
す
。

度
調
査
２
０
２
２
で
、
町
田
市
議

会
は
、
１３
年
連
続
東
京
都
１
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
５３
項

目
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
全
国

で
情
報
共
有
１
位
、
住
民
参
画
８

位
、
議
会
機
能
強
化
１
６
９
位
と

な
り
、
総
合
で
２３
位
に
ラ
ン
キ
ン

グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
２８
日
、
４
月
１９
日

に
開
催
さ
れ
、
次
の
付
議
事
件
に

つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

付
議
事
件

①�

議
員
の
調
査
活
動
等
に
関
す
る

事
項

②�

議
会
の
権
能
・
機
能
強
化
に
関

す
る
事
項

③�

議
会
の
情
報
提
供
に
関
す
る
事

項

の
調
査
・
検
討

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
３
月
補
正
額
は
△
１６
億
１
８

５
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
市
税
…
１２
億
１

４
０
０
万
円
、
地
方
交
付
税
…
８

億
８
８
１
万
４
千
円
、
分
担
金
及

び
負
担
金
…
３
万
２
千
円
、
使
用

料
及
び
手
数
料
…
△
５
２
３
２
万

２
千
円
、
国
庫
支
出
金
…
５
億
９

７
６
４
万
８
千
円
、
都
支
出
金
…

４
８
９
９
万
５
千
円
、
財
産
収
入

…
１
億
２
０
０
５
万
９
千
円
、
繰

入
金
…
△
５
億
７
９
８
１
万
５
千

円
、
諸
収
入
…
△
４
億
６
０
５
６

万
２
千
円
、
市
債
…
△
１２
億
４
３

０
０
万
円
で
す
。
歳
出
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総　
務　
費

　

財
政
管
理
費
の
財
政
事
務
費
…

２６
億
１
５
３
６
万
円
。

民　
生　
費

　

障
が
い
者
福
祉
費
の
障
が
い
者

サ
ー
ビ
ス
給
付
事
業
費
…
４
億
９

５
３
万
１
千
円
、
保
育
・
幼
稚
園

費
の
民
間
保
育
所
運
営
費
…
３
億

１
５
０
７
万
２
千
円
。

衛　
生　
費

　

保
健
予
防
費
の
母
子
保
健
指
導

事
業
費
…
５
億
５
０
１
７
万
７
千

円
。

　

全
国
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村

の
議
会
（
回
答
数
１
４
１
６
議

会
）
を
対
象
に
行
っ
た
議
会
改
革

令
和
４
年
度

　
３
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

令和４年度（２０２２年度）３月補正　会計別予算構成表

会
派
の
動
き

議
会
の
人
事

第
１７
期
町
田
市 

議
会
改
革
調
査 

特
別
委
員
会
を
開
催

議
員
提
出
議
案
第
１
号

町
田
市
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例

可
決
し
た
主
な

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

「
議
会
改
革
度
調
査
」で

１３
年
連
続
、
都
内
１
位

(単位：千円）

区　　分 補正前 
の額 補正額 計構成比

（％）
構成比
（％）

一 般 会 計 １８１，２５３，５２２ ５７．７ ４５３，８４９ １８１，７０７，３７１ ５８．１

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４３，９１０，６６９ １４．０ △２９５，３０７ ４３，６１５，３６２ １３．９
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３９，１０５，０９２ １２．４ △９４１，０５６ ３８，１６４，０３６ １２．２
後 期 高 齢 者 医 療 
事 業 会 計 １２，９２８，８２５ ４．１ ３１，９４８ １２，９６０，７７３ ４．１
鶴川駅南土地区画 
整 理 事 業 会 計 １４６，４１２ ０．０ ０ １４６，４１２ ０．１
下 水 道 事 業 会 計 １９，４５６，５７７ ６．２ △５０３，２２９ １８，９５３，３４８ ６．１

収 益 的 １２，１７３，０９２ ３．９ ９５２ １２，１７４，０４４ ３．９
資 本 的 ７，２８３，４８５ ２．３ △５０４，１８１ ６，７７９，３０４ ２．２

病 院 事 業 会 計 １７，４７６，９８６ ５．６ △３４８，０６２ １７，１２８，９２４ ５．５
収 益 的 １５，７０１，０１６ ５．０ △３４８，０６２ １５，３５２，９５４ ４．９
資 本 的 １，７７５，９７０ ０．６ ０ １，７７５，９７０ ０．６

小　　計 １３３，０２４，５６１ ４２．３ △２，０５５，７０６ １３０，９６８，８５５ ４１．９
合　　計 ３１４，２７８，０８３ １００．０ △１，６０１，８５７ ３１２，６７６，２２６ １００．０




